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自治体の2つの役割

1 予算（財政運営）の決定

税金（公金）の使途や集め方についての予算を決定する

2 価値（大切なもの）の発展

  地域社会の発展のあり方を話し合って決める

ex.基本的人権、平和、環境、安全、文化、健康、美、生
物的・社会的包摂、ダイバーシティの尊重、人と人の
繋がり、etc.



自治体の役割
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財政はこうすれば理解できる
1．細かい違いにとらわれない

用語などは常識的に考えてよい

2．あらゆる用語はすべて財政の基本的項目の具
体的なものにすぎない

  基本的項目さえわかれば、あとは些細なこと

 3．収入と支出がすべてである点では、自治体も家
計や企業とまったく同じである（常識で理解する）
こと

お金は入って出ていくだけ（余ったら貯金、足り
なかったら貯金の取崩し）
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財政用語の「どうでもいい違い」事例

 「歳入」と収入は違うのか？

 「歳出」と支出は違うのか？

 「基金」と貯金は違うのか？

  「地方債」と借金は違うのか？

「地方」と「自治体」は違うのか？

「地方自治体」と「地方公共団体」は違うのか？

「地方税」と「市税」「町税」「県税」は違うのか？

「一般会計」と「普通会計」は違うのか？

「特別会計」と「公営事業会計」は違うのか？

全
部
「
同
じ
」
で
す
！
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自治体財政の全体像

公営事業（公営企業を除く）
Ex.介護保険事業、国民健康保険事業、etc.

一般会計
（ほぼ普通会計）

公営事業（公営企業）
Ex.上水道事業、下水道事業、病院事業、交通事業、

etc.

（特別会計）

地方公社・第三セクター等
Ex.土地開発公社、健康振興財団、観光振興株式会社、etc.

一
部
事
務
組
合
、
広
域
連
合
、etc.



自治体財政は家計と同じである
財政も家計も収入と支出から成り立っている

自分の収入をどのように使うかは、それぞれの自治体や家計の自由
である（自分たちの好みに合わせて支出すればいい）

家計の一ヶ月の収入が支出を上回れば、①貯金する、②翌月につか
う、のいずれかであり、自治体の場合も①基金に積み立てる、②翌年
度につかう、のいずれかになる

家計の一ヶ月の収入よりも支出が多くなれば、①貯金を取り崩す、②
赤字ローン（消費者ローン等）を借りるしかないが、自治体の場合には
①基金を取り崩すのみ

※自治体は赤字ローンを借りることができない
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自治体財政のルールはたった一つ：赤字にしない

自治体は赤字予算を組むことが認められていない（自治体は「消費者
ローン」を借りられない）

赤字にしないことだけを守れば、財政をどこへ支出するのかはすべて
優先順位（好み）の問題（家計と全く同じである）
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財政の知識を活用して、それぞれ
の立場から議会で取り組むことが

何よりも大切



自治体の黒字には2種類ある
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財政危機とは基金が減っていくこと
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自治体の歳入（家計による理解）
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歳入のまとめ

地方税は「給料」である

地方交付税は「義務的な仕送り」である

国庫支出金（補助金）は「プラスαの仕送り」である

地方債は「住宅ローンと同じ」である
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一般財源と特定財源

一般財源（≒標準財政規模）

自治体が自分で使途を決めることができる財源（地方
税、地方交付税等）

特定財源

 使途が限定されている財源（国庫支出金、地方債 ）

※とにかく重要なのが「一般財源」
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地方歳入決算の内訳（令和５年度）

16出所）総務省

一般財源 特定財源（臨時財政対策債を除く）



市原市の財源構成（令和5年度決算）
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市原市 参考（野田市）

※市原市は地方交付税（普通交付税）を受けていない



なぜ一般財源が重要なのか
自治体がやりたい施策を実行できる

一般財源が少なければ、特定財源（国庫支出金、
地方債等）が入ってこない

自治体の財政指標のすべてが一般財源との関係
で判断される

ex.経常収支比率、健全化判断比率（実質赤字
比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、
将来負担比率）など
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地方交付税はペットボトルに注ぎ
込まれるお茶と同じ
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※ペットボトル（基準財政需
要額）の大きさは人口規
模で決まる



市原市の財政力指数
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※ペットボトルよりもお茶の方が多い



地方税と普通交付税の関係（交付団体のケース）
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留保財源の機能（交付団体のケース）

22

基
準
財
政
収
入
額

（≒
税
収×

75
％
）

基
準
財
政
需
要
額

政府

留保財源
（≒税収×25%)

普通交付税

一
般
財
源
の
総
額

税の増収額

75%

25%

A

B

A

B 一般財源の増加分



地方税と普通交付税の関係（市原市のケース）

23



留保財源の機能（市原市のケース）
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国庫支出金（補助金）
自治体の一般財源

（地方税・地方交付税等）

事業費全体

50％
（補助率）

50％

国庫支出金（補助金）の基本的な仕組み



地方債
自治体の一般財源

（地方税・地方交付税
等）

事業費全体

70％
（充当率）

30％

地方債の基本的な仕組み



目的別歳出項目
〇議会費
議会活動に要する経費

〇総務費
人事、企画、統計、徴税、選挙などに要する経費

〇民生費
福祉に要する経費で、生活保護、児童福祉、高齢者福祉、障害者福祉などへの支出

〇衛生費
廃棄物処理、環境対策、保健事業、病院事業、水道事業などの公衆衛生に要する経費

〇農林水産業費
農業、林業、水産業、畜産業などに要する経費

〇商工費
商業・工業などの産業振興や観光振興に要する経費

〇土木費

インフラ整備に要する経費で、道路・橋梁、公園、下水道、区画整理、河川、公営住宅など
への支出

〇消防費
消防活動や防災事業に要する経費

〇教育費
学校教育、生涯学習、スポーツ・文化振興などに要する経費

〇公債費
地方債の元利償還金と一時借入金の利息の支払いに要する経費



市原市の目的別歳出（令和5年度決算）

28出所）総務省



性質別歳出項目
〇人件費
自治体職員の給与や退職金、議員報酬に要する経費

〇扶助費
社会保障に必要な支出のうち、主に現金で支給するための経費

〇公債費
地方債の元利償還金と一時借入金の利息の支払いに要する経費

〇物件費
主に物品・サービスの購入に係る経費（民間への委託料が含まれる）

〇維持補修費
インフラや公共施設の維持補修に要する経費

〇補助費等

他の団体などに補助するための経費（一部事務組合や公営企業への支出も含
まれる）

〇繰出金
国民健康保険事業や介護保険事業などの特別会計へ支出する経費

〇投資・出資金・貸付金
公営企業や民間企業への投資・出資・貸付による支出

〇投資的経費（普通建設事業費）
インフラや公共施設などの建設や改修に要する経費

義務的経費



市原市の性質別歳出（令和5年度決算）

30出所）総務省



経常収支比率（家計による理解）
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給料
（地方税）

家計補てん
（地方交付税等）

（家計の経常一般財源）

（経常経費）

食費、光熱水費、教育費、通信費、
保険料、住宅ローン、その他

（臨時的経費）
電化製品、
外食、旅行、
リフォーム、
その他

（家計の経費支出）

＜経常収支比率＞



市原市の経常収支比率
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市原市の経常収支比率の見通し
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出所）市原市「令和6年度版 長期財政収支見通し」9ページ



市原市の市債残高の見通し
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出所）市原市「令和6年度版 長期財政収支見通し」9ページ



市原市の財政運営は皆さんの選択です
自治体財政は、今後見込まれる歳入を前提として、どの分野へどれだ
けの財源を支出するのかという優先順位と比較考量の問題です（財政
状況から特定の施策を行うべきである云々という結論が導かれること
はありません）

地域の社会運動は、自治体財政の使い方の優先順位を要求するもの
です

市原市の財政の優先順位は市原市民が決める以外にありません

ただし、市原市の財政危機→財政破綻は避けなければなりません

そのために、①市発表する財政収支の見通しを毎年度チェックする、
②市が取り組もうとする行政改革（＝財政削減）の中身が市民の優先
順位に合っているかどうかをチェックする、③市が行おうとする施策に
よる財政収支への影響を考える、④財政収支を悪化させないための
増収の検討を行う、4点がポイントになります
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